
球技：ベースボール型（ソフトボール） 

２ 評価規準の作成例（入学年次） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む

態度 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

○知識 

・技術の名称や行い方、体力の高め方、運

動観察の方法などについて理解してい

る。 

○技能 

・ベースボール型では、安定したバット操

作と走塁での攻撃、ボール操作と連携し

た守備などによって攻防をすることがで

きる。 

・攻防などの自己や

チームの課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己や仲間の考えた

ことを他者に伝え

ている。 

・球技に自主的に取り組

むとともに、フェアな

プレイを大切にしよう

とすること、作戦など

についての話合いに貢

献しようとすること、

一人一人の違いに応じ

たプレイなどを大切に

しようとすること、互

いに助け合い教え合お

うとすることなどをし

たり、健康・安全を確

保したりしている。 

単
元
の
評
価
規
準 

○知識 

①球技の各型の各種

目において用いら

れる技術や戦術、

作戦には名称があ

り、それらを身に

付けるためのポイ

ントがあることに

ついて、学習した

具体例を挙げてい

る。 

②練習やゲーム中の

技能を観察したり

分析したりするに

は、自己観察や他

者観察などの方法

があることについ

て、言ったり書き

出したりしてい

る。 

○技能 

①タイミングを合わ

せてボールを捉え

ることができる。 

②捕球場所へ最短距

離で移動して、相

手の打ったボール

を捕ることができ

る。 

①合理的な動きと自

己や仲間の動きを

比較して、成果や

改善すべきポイン

トとその理由を仲

間に伝えている。 

②チームで分担した

役割に関する成果

や改善すべきポイ

ントについて自己

の活動を振り返っ

ている。 

①球技の学習に自主的に

取り組もうとしてい

る。 

②互いに練習相手になっ

たり仲間に助言したり

して、互いに助け合い

教え合おうとしてい

る。 

 



評
価
規
準

知識

①球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術、作戦には名称があり、それらを身に付けるためのポイントがあることについて、言ったり書き出したり
し
　ている。
②練習やゲーム中の技能を観察したり分析したりするには、自己観察や他者観察などの方法があることについて、学習した具体例を挙げている。

技能
①タイミングを合わせてボールを捉えることができる。
②捕球場所へ最短距離で移動して、相手の打ったボールを捕ることができる。

思判表
①合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して、成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
②チームで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自己の活動を振り返っている。

態度

② ②

評
価

態度 ①

②

②

①球技の学習に自主的に取り組もうとしている。
②互いに練習相手になったり仲間に助言したりして、互いに助け合い教え合おうとしている。

①

総
括
的
評
価

②

②

思判表 ① ①

②技能 ①

知識 ① ①

②② ①①
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３　単元計画例
球技　ベースボール型（ソフトボール）の指導と評価の計画

単
元
の
目
標

知識及び技能

　次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解するとともに、
作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができるようにする。
　ウ　ベースボール型では、安定したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備などによって攻防をすることができるように
する。

思考力、判断力、表現力等
　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝えることができるようにする。

学びに向かう力、人間性等
　球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保することが
できるようにする。
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学びの確認・学びの共有

・オリエ

ンテー

ション

・学習状

況調査

・安全

教育

・基本

動作

（キャッ

チボー

ル）

基本技術練習

ボール操作の確認

・ボールの握り方

・グラブの使い方

・ボール慣れ

・キャッチボール

・ゴロ捕球

・フライ捕球

基本技術練習・班別課題練習

・チームの課題に即した学習

基本技術練習

バット操作の確認

・バットの握り方

・スタンスとミート

ポイント

・バットスイング

・フリーバッティング

・ねらった方向にボールを打ち返す

・ねらった方向へステップを踏みながら

一連の動きでボールを投げる

・仲間の送球に対して塁上でタイミング

よくボールを受けたり中継したりする

・ボールを持たないときの動き（走塁）

・ケース練習

基本技術練習

・キャッチボール ・フィールディング

・個人ノック ・ポジションノック

・フリーバッティング

・ピッチング

・班編成

・ポジションノック

・簡易ゲーム

作戦タイム

・ＩＣＴを活用した動画撮影

動画チェック

・ポジションノック

・班別リーグ戦

作戦タイム

・ＩＣＴを活用した動画撮影

動画チェック



４ 学習の展開 

☆主体的・対話的で深い学びを実現する授業計画の序盤、中盤、終盤における学習例 

 

序盤 ボール操作・バット操作等の基本練習 

 

１．ボール操作 

 

①「トン」・「トン」・「クルッ」でキャッチボール 

 

実践ポイント      知識・技能を        協働して 

     習得する          課題解決する 

 

ねらい ボールを投げるときに意識するポイントはどこか？ 

（コントロールが定まるように投げるポイントは？） 

①ボール側の肘を上げて投げる。（けがの予防にもなる） 

②グラブ側の肘を投げる方へ向ける。（両腕を割る） 

☆２人組でフォームを見合いながら互いに肯定的な声かけをする。 

 

    「トン」           「トン」          「クルッ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールを握り、手の甲を後頭部に「トン」「トン」と当てる。   「クルッ」で肘を水平に動かし 

同時に、グラブ側の肘を投げる方向へ向ける。          体を回転させながら投げる。 

 

 



②地面にＴ字を書いて真っ直ぐ投げる 

 

実践ポイント      知識・技能を        協働して 

     習得する          課題解決する 

 

ねらい 相手に真っ直ぐボールを投げるにはどうすればいいか？ 

①軸足１本で真っ直ぐに立つ。 

②投げる方向にステップ足のつま先を向ける。 

☆２人組でフォームを見合いながら互いに肯定的な声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸足をＴ字の横に合わせる。   ステップ足をＴ字の縦に合わせ、ドアを開けるように弧を 

軸足１本で真っ直ぐに立つ。   描きながら重心を移動させ、つま先を投げる方向に向ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ｍ程度 ７ｍ程度 

③３人（４～５人）キャッチボール 

 

実践ポイント      知識・技能を       粘り強く 

     活用する         取り組む 

 

ねらい 捕球から送球までの時間を短くするにはどうすればいいか？ 

①肘を曲げて体の近くで捕りすぐに送球動作へつなげる。 

②踏み出した１歩目を軸足としてターンし、２歩目の左足を送球方向

に踏み出して投げる。 

※慣れてきたら、ターンはせず半身で捕球し、送球までの時間を短くで

きるようにする。 

☆グループで良いところや改善できるところを話合い、他者の姿を見

ながら自分の姿を振り返る。 

 

☆３人キャッチボール 

・７ｍ間隔で縦に３人並ぶ。 

・両端の人は捕球のタイミングに合わせてステップ足を前に踏み出して捕球する。 

・中央の人も前に踏み出すが、ターンをして送球方向に踏み出す。 

 

 

 

☆４～５人キャッチボール 

・まずは４人で１辺が７ｍ程度の正方形をつくる。 

   ※１辺が狭いほど捕球と送球のリズムが速くなり難易度が増す。 

・最初は時計回りや反時計回りに投げ、慣れてきたらランダムに投げる。 

 ※投げる相手の名前を呼んで投げると捕球の準備がしやすい。 

・慣れてきたら中央に５人目を配置して同じように捕球と送球をテンポ良く繰り返し行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ｍ程度 



⑤守備練習 ハンドリング 

 

実践ポイント      知識・技能を        粘り強く 

     習得する          取り組む 

 

ねらい 正面のゴロをうまく捕るためのグラブの使い方のコツは？ 

①手のひらをボールに向ける。 

②顔の斜め下あたりで手のひらをボールに向けて待つ。 

☆２人組で捕球体勢を見合いながら互いに肯定的な声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使うのはボール１個だけ。素手で行う。     左手から体に引き寄せるようにして捕る。 

２人組で２～３ｍ離れて正面で向かい合う。   ボールを低い位置から見るようにする。 

股関節や膝を開いて低い姿勢を保つ。 

ゆるいゴロを転がす。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥守備練習 Ｃカーブ（右投げ、１塁送球を想定） 

 

実践ポイント      見通しを持つ           協働して 

     （活用する知識          課題解決する 

     技能を明確にする）   

ねらい より早くゴロをアウトにするためには？ 

①前進しながらのゴロ捕球を身に付ける。 

②アルファベットの「Ｃ」を描きながらボールに向かうと捕球から送球

がスムーズにできる。 

☆グループで良いところや改善できるところを話合い、他者の姿を見

ながら自分の姿を振り返る。 

☆自分のイメージ通りに動けているか他者に評価をしてもらいながら

受容的な人間関係の形成や自己肯定感を育む。 

 

 

コーンを並べたりラインを引いたりして 

地面に「Ｃ」を書く。 

 

捕球する場所の手前に 

コーンやミニハードルを置く。 

 

正面からゴロを転がす。 

 

 

 

 

 

Ｃのラインに沿って走りながら 

タイミングを合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

コーンの手前でゴロとのタイミングを 

合わせながら細かくステップする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴロに合わせて 

コーンを右足から越える 

 

 

次に左足を越える 

 

 

 

 

 

 

 

捕球したらスムーズにステップして返球する 

                               （一塁方向へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．バット操作 

 

①バットを使って軸回転 

           

実践ポイント      知識・技能を        協働して 

     習得する          課題解決する 

 

ねらい スイングのときの腰から上半身へつなげる軸回転を身につけるには？ 

①スイングのときに軸を意識する。 

②腰からスイングする感覚をつかむ。 

☆２人組でフォームを見合いながら互いに肯定的な声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰にバットを横にして当て

て両手で持ったら、バッテ

ィングのスタンスで立って

軽く膝を曲げる。 

バットの先端を回転させる

と腰が軸回転し始める。 

両足の内腿をぶつけ合うよ

うにする。 

腰が回ることで自然に上半

身も軸回転する。頭が下が

ったり、背中が反ったりし

ないようにする後ろ足のか

かとを上げる。 



②スイングの確認 

 

実践ポイント      知識・技能を       自分の思いや 

     活用する         考えと結び付ける 

 

ねらい タイミングを合わせてボールを捉えることができるかスイングを確認

しよう。 

☆バッティングフォームを確認できるように資料をラミネートして、

覗き穴から他者のフォームを見て評価する。 

☆チーム内でスイング動作を映像に収録させ、自己や他者の動作の善

し悪しを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    スイングする人の真横から見る。 

                    チェックポイント 

                    例）腰を回転させる 

                      後ろ脇をしめる 

                      おへその前あたりでミートする 

                      バットをしっかり振り抜く 

 

 

 

 

 

 

 



中盤 ノック・フリーバッティング・走塁 

 

１．ノック 

 

クイック＆カバーゲーム  カバーし合ってスムーズに守備をする 

 

実践ポイント      粘り強く      協働して        知識や 

     取り組む      課題解決する      技能を 

                           活用する 

ねらい 仲間のフィールディングの良いところや課題を伝えよう。 

☆チームでより多くのボールをベースに返すためにはどうしたら良い

か、話合いを通じて互いの考えを理解し、最適な方法を見つける。 

☆チーム間で捕球・送球動作を映像に収録させ、自己や仲間の動作の善

し悪しを確認させる。 

 

バージョンⅠ 

・ノックされた（投げられた）ボールを、１球目は１塁、２球目は２塁、３球目は 

３塁、４球目はホームに返球する。５球目はまた１塁に送球する。 

・ノッカーはアウト宣言（ベース上で捕球）があったら、すぐに次のボールを打つ（投 

げる）。 

 ※最初はそれぞれの塁上に生徒を配置しても良い。 

  慣れてきたら、打球に応じてベースカバーに入るようにする。 

・２分以内に、ノックされたボールがベースに返ってきた数で競う。 

 

バージョンⅡ 

・各塁に送球されたボールをさらに、送球したベースの２つ先（１つ先でも可）の 

ベースにも送球してから「１回」と数える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．フリーバッティング 

 

実践ポイント      振り返って       思考を表現に      知識や技能を 

     次へつなげる      置き換える       概念化する 

 

ねらい 仲間のバッティングの良いところや課題を伝えよう。 

☆授業で習った構え、スイングのポイントを参考に善し悪しを評価させるとと

もに、記述させたり指摘させ合ったりする。 

☆チーム内でスイング動作を映像に収録させ、自己や仲間の動作の善し悪しを

確認させる。 

 

※上手にボールを打てるようになる用具の置き方とポイント 

よく見られるバッティング動作 

→体が開いて（正面を向いて）しまったまま、手だけで打ってしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後ろ足よりも前足をボールに   前足をボールの前に少し     輪の矢印の向きに 

近づけるように動かすと     出すようなイメージで動かす。  つま先の向きを 

体を開かずに打つことができる。                 合わせて立つ。 

 

※前足の場所がわかりづらい時は、前足の動きがわかるように 

   輪を増やして置いたり、輪に番号を振ったりしても良い。 

 

 

 



３．走塁 

 

実践ポイント      共に考えを      知識・技能を      思考して 

     創り上げる      活用する        問い続ける 

 

ねらい より速く塁間を駆け抜けるにはどういう走り方が良いだろうか？ 

仲間の走塁の良いところや課題を伝えよう。 

①ベースの内側を踏むことを意識する。 

②直線的に走ることと膨らみながら走ることを組み合わせて走る。 

☆チームで良いところや改善できるところを話し合い、他者の姿を見なが

ら自分の姿を振り返る。 

☆チーム内で走塁を映像に収録させ、自己や仲間の動作の善し悪しを確認

させる。 

 

①傾きベースランニング 

・ランナーと２塁上の補助役に分かれる。 

   補助役は２塁の外側の角に立ち、両腕を真っ直ぐ伸ばす。 

ランナーは１塁（ホームからでも可）からスタートする。 

・ランナーは伸ばした腕に当たらないように体を傾けて２塁ベースの内側を踏んで走る。 

その後膨らみを抑えて直線的に走り３塁まで走る。 

 

②ベースランニング競争 

 ・ベースの対角線上（ホームと２塁または１塁と３塁）に２チーム準備する。 

 ・１人ベースランニング１周を走り、次の人にバトン（手）タッチで交代する。 

・どちらのチームが速く走り終わるかを競争する。 

   ※終わったことが一目でわかるように、最後の走者はベースランニング１周を終え

たらピッチャーマウンドに置いたコーンにタッチしに行く。 

（ぶつからないように少し距離を空けて色違いのコーンを置き、あらかじめタッ

チするコーンの色を決めておく） 

 

 

 

 

 

 

 



終盤 ゲーム 

 

実践ポイント      振り返って       知識・技能を      思考して 

     次へつなげる      活用する        問い続ける 

 

ねらい ☆技能レベルや性別などの違いを踏まえ、みんなが楽しめるためのゲームルー

ルについて発言させたり、学習カードに書き出させたりする。 

☆ゲームに対する自己の取り組み方について自己評価させる。 

☆技能レベルや性別の違いに応じて、それぞれが挑戦したり修正したりしてい

ることについて認めようとしている点を評価する。 

☆チーム内でフィールディング動作やバッティング動作を映像に収録させ、自

己や仲間の動作の善し悪しを確認させるとともに、記述させたり指摘させ合

ったりする。 

☆チームで良いところや改善できるところを話合い、他者の姿を見ながら自分

の姿を振り返る。 

 

◎ゲームの工夫 

・ホームラン区域を設ける。 

・１つの塁を進むごとに得点を与える。（残塁なし） 

・女子ルールを作る。 

例）捕球時にグラブに当てれば１アウトとする。 

送球までできてアウトにできればダブルプレーとする。 

     １つの塁を進むごとに２得点を与える。 



５ 安全への配慮 

予想される事故 事故防止への対応 

＜練習中に予想される事故＞ 

・キャッチボールやバッティング練習中に隣の組やグル

ープのボールが飛んでくる。 

 

・素振りやバッティング練習の際に、バットが他の生徒

に当たる。 

 

・ノックやケース練習の際に、練習していない人にボー

ルが当たる。 

 

・各組（グループ）の間隔を十分に空ける。 

・キャッチボール（バッティング）の向きを統一する。 

・打球方向を考えた練習場所の設定を行う。 

・バットの取扱いについて、使用する際は十分周囲に注意を

払うように指導する。 

・各組（グループ）の間隔を十分に空ける。 

・練習中は守備者や走者はもちろん、待機者であってもボー

ルから目を離さないように指導する。 

 

＜試合中に予想される事故＞ 

・打者の打球が投手に当たる。 

 

 

・ファールボールが攻撃待機中の生徒や捕手に当たる。 

 

 

 

・打撃直後に打者がバットを離してしまい、バットが捕

手に当たる。 

 

 

・打者の手からバットが離れてしまい、バットが攻撃待

機中の生徒に当たる。 

 

・守備者がフライ等で互いに捕球しにいこうとして接触

する。 

 

・内野手の送球を受けようとする一塁手と打者走者が接

触する。 

 

 

・投手の前にネット等を置く。 

・安全な距離でストライクが入る生徒がいない場合は、教師

が両チームのピッチャーを務める。 

・攻撃チームの待機場所を、バッターボックスから十分に離

し、必要であれば攻撃チームの待機場所にネットを立てる。 

・捕手を置く場合、必ずキャッチャーマスクを着用させる。 

・捕手を置かない場合、ネット等を置いて対応する。 

・打撃後、バットを持って走る、もしくはバットを置く場所

をあらかじめ決めておく。 

・捕手は打者に近づきすぎないようにする。もしくは、ネッ

ト等代わりのもので対応する。 

・攻撃待機中の生徒はバッターボックスから十分な距離をと

って待機させる。 

・離れる目安のラインを引いておく。 

・捕球をしにいく際に声を出して取りに行くよう指導する。 

・周りもどちらが捕球するべきかを大声を出して指示するよ

う指導する。 

・ファーストベースはダブルベースを使用する。ダブルベー

スが無い場合は、ベースを２枚並べて対応する。 

・一塁手はベースの角を踏んで送球を受けるように指導す

る。 

・打者走者はオレンジベースを駆け抜けるように指導する。 

 



１年　　組　　番　氏名

授業日：　　　月　　　日（　　曜日）　　　限目

１．本日の体調

良い 普通 悪い

※特記事項（あれば記入）

２．選択した練習のねらい

３．練習内容と留意事項

４．振り返り

【成果】

【課題】

【健康・安全についての配慮について】

５．自己評価 ※Ａ良い→Ｅ悪い

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ソフトボール学習カード

大変良い 少し悪い

６ 参考資料・課題解決のための資料 

学習カード（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１年　　組　　番　氏名

授業日：　　　月　　　日（　　曜日）　　　限目

１．ソフトボールで自分たちの身に付けている技能を生かすことのできる

　　戦術や作戦にはどのようなものがあると思いますか。

〈自分の考え〉

〈チームの意見〉

２．ソフトボールで挑戦したい戦術や作戦をあげ、その戦術や作戦を身に付ける

　　ためのチーム練習を考えてみよう。

 挑戦したい戦術・作戦　〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

３．ソフトボールの授業において体力や能力の程度、性別に関係なく楽しめる

　　授業の工夫を考えてみよう。

〈ルール〉

〈教え合い・声かけ等〉

４．事故やけがを予防するためにはどのようなことに気を付ければ良いか考えよう。

〈原因〉 〈対処〉 〈防止策〉

ソフトボール学習カード

学習カード（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１年　　組　　番　氏名

授業日：　　　月　　　日（　　曜日）　　　限目

１．本日のチーム目標

２．チーム目標達成のための具体的な練習内容

３．攻撃のポイント（戦術や作戦） ４．守備のポイント（戦術や作戦）

☆本日の対戦相手 班 → 対

自チームの得点 相手チームの得点

打順 ポジション 【成果】

1

2

3

4 【反省】

5

6

7

8 【課題】

9

10

11

ソフトボール学習カード

氏名

学習カード（３） 


